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2019年シーズンも後半。今年はチャンピオンシップがない
シーズンなので、失敗を恐れず多くのことに挑戦するシーズン
という目標を掲げて活動していますが、実際にたくさんの失敗
と成功からいろいろなことを学んでいます。シーズン前半は2つ
の5スター競技に出場、Tacoma と世界最高峰の Badminton 
Horse Trials（イギリス）を完走したことは大きな自信となりま
したが、その後 Vikenti と参加した Luhmuhlen（ドイツ）では、
馬場を終えた時点で首位に立つもクロスカントリーで2拒止され
てリタイアという悔しい結果でした。

私が騎乗している4頭のうち、 現在、 東京オリンピックの
MES（出場最低基準）を満たしているのは Tacoma のみで、
Utopia、Vikenti、Vinci は4*-L（あるいは5*）で MES をク
オリファイしていかなければなりません。ここからのシーズン後
半は計画通りに進められるよう、しっかり準備をして臨むつもり
です。

✥ホースインスペクション
毎年6月から7月にかけてドイツで開催される CHIO Aachen

は世界最大規模の馬術競技会です。 その栄誉ある大会に
Tacoma とともに参加する機会を得ることができました。

しかし、競技前日のホースインスペクションで左後肢の跛行
で失権となってしまいました。夕方行われるインスペクションに
向けて、午前中に軽めに運動して馬体をほぐした時も、直前の
曳き馬でも異常を感じていなかったため、まったく予想していな
かった結果でした。Tacoma は3年前に大怪我をして手術をし
た影響で、その箇所は腫れたまま固まっており、そのため左後
肢の踏み込みが悪く硬い歩様をしています。また、左後肢をか
ばって歩くせいで、腰にも疲れや痛みが溜まりやすい体質です。
その認識はありましたが、「歩様は硬いものの、いつもと変わら
ない」という感触でした。ホールディング（ホースインスペクショ
ンに合格せず、獣医師によるチェックを受けること）になって、
獣医師に怪我の経緯を説明し、跛行しているわけではないと伝
えましたが、審判団による判断は覆らず、失権となってしまいま
した。

その時は呆然とし、「跛行ではないのに」という思いでしたが、
多くの方からアドバイスや励ましの言葉をいただくうちに「いつ
もと変わらず硬いだけだから大丈夫だろう」という思い込みこ
そが、今回の事態を招いた原因であることを自覚しました。こ
れまでにも同じような歩様で合格してきたことで慢心が生まれ、
客観的に馬の状態を判断できていなかったのです。運悪く今回
の審判団が特別厳しかったわけではなく、このような状態でこれ
まで合格してきたことが、たまたま運が良かったに過ぎなかった
ということです。

イギリスに戻って獣医師と整体師に診てもらったところ、飛
節と腰全体に痛みがあることがわかりました。自分の判断ミス
により、このような事態を引き起こしてしまったこと、そして

何より痛みや状態の変化に気付いてあげられなかったことに対
して、Tacoma には本当に申し訳ないことをしたと後悔して
います。馬の状態には今まで以上に気を配り、このようなこと
が二度と起きないように努めていかなければならないと強く心
に刻みました。

このことを受けて、改めてホースインスペクションについて、
馬のタイプ別の対策をまとめます。馬の歩様は準備や曳き方次
第で見え方が変わるものなので、個々の馬の癖を把握して対策
することは、大切な戦略の一つです。
《歩様の硬さが目立つ馬》

体をほぐすことを重視します。第1回インスペクション（馬場
馬術の前日）は常歩30分程度と軽い運動15分を行い、第2回
インスペクション（最終日の朝）は騎乗して運動し体をほぐすよ
うにしています。後
肢に問題がある馬
は、インスペクショ
ンではゆっくりとし
たリズムで走らせ、
速歩から常歩への
移行で硬さが目立た
ないよう、回転の前
で徐々にスピードを
落とします。復路は
審判団から後肢が見
えないため、往路よ
りもやや早いリズム
で走って元気の良さ
をアピールします。
《歩様に特に問題がない馬》

第1回インスペクションの朝は常歩、第2回の朝は必要に応じ
て軽い運動をして体をほぐします。インスペクション時には頭（馬
体）を真っ直ぐにさせることを意識し、やや早めのリズムで良
い歩様をアピールします。

鈍感で自分から走ろうとしない馬は、長鞭を使用して機敏に
させておきます。ただし、興奮させることはありません。逆に、
暴れる馬は愛撫するなどしてリラックスさせることを心掛け、本
番では特にUターンの時に時間をかけて落ち着かせるようにし、
しっかり回転し切って馬体がまっすぐになってから徐々に速歩を
再開させます。

✥TOKYO2020テストイベント
オリンピックが1年後に迫った2019年8月、大会会場となる

馬事公苑と海の森クロスカントリーコースで、テストイベントが
行われ、私は Tacoma と参加しました。馬術のテストイベント
は総合馬術のみだったため、各国から障害馬術や馬場馬術の関
係者も集まりました。注目されたポイントは暑熱対策です。ヨー
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ロッパを拠点としている馬たちの体調がどのように変化するかを
確かめる機会でしたが、私自身も日本の夏が4年ぶりだったた
め、あまりの湿気に驚いたほどでした。

Tacoma はイギリスの厩舎を出発して、ドイツのフランクフル
トから日本に飛ぶというスケジュールでしたが、飛行機での輸送
は昨年の世界選手権で経験していたので、準備に戸惑うことは
ありませんでした。機内も含め輸送中の様子は逐一グルームと
連絡を取り合って、馬の状態を把握していたので、日本に着いて
からは予定通りにトレーニングをスタートすることができました。

東京2020大会に向けて全面改修された馬事公苑は素晴らし
い施設でした。厩舎にはエアコンが完備され、馬房サイズや通
路の広さも十分な上に床にはゴムが張られており、馬の安全に
ついて十二分に配慮されていました。他国の選手や関係者から
も「これまでにない素晴らしい施設」という評価でした。

Tacoma がインスペクションを受けるのは失権した Aachen
以来だったので、万全を期すために直前まで騎乗して体をほぐ
して臨みましたが、今回はホールディングになることもなく無事
に合格することができました。

馬場馬術競技の朝は6時半から運動して最終調整を行いまし
た。競技に臨むときには、普段通りのことをこなすことが大切
だという認識ですが、ヨーロッパと日本の環境が極端に違うた
め、このような状況ではルーティーンワークに固執するのでは
なく、その時のベストを見極めて対応することが必要でした。

翌日は海の森に移動してクロスカントリー競技となりました
が、ここで初めて暑さに対する問題を実感することになりまし
た。馬事公苑の厩舎は「やや寒い」と感じるほどエアコンが効
いていて、運動後も短時間で回復しているようだったので、疲
労を心配する必要がない状態で迎えたクロスカントリーでした
が、Tacoma はコース序盤から反応が非常に悪く、明らかにい
つもとは走りが違うという感触でした。「やはり暑さに耐えられ
ないのだろう」と思っていましたが、翌日は予想していたよりは
るかに元気で、「昨日の疲労は何だったのだろう？」と思うほど
でした。大会後にじっくり考えてたどり着いた結論は、エアコン
が効いている馬房内と外気との差が大きすぎたことが原因で、
体が動かなかったのだろうというものです。人間でいう “ クー
ラー病 ” です。そのため発汗機能や体温調節機能がうまく働か

なかった可能性が高いと感じています。他の選手からも同じよう
な感触だったと聞いており、オリンピック本番に向けての課題と
なりました。

最終日には馬の疲労度合いはそれほどひどくなかったものの、
障害に対する注意を欠き、3落下という結果でした。今回の目
的は順位や内容ではなく、輸送から競技会までの一連の流れを
経験し、馬の状態がどのように変化するのか、また、本番に向
けてどこにストレスを感じ、どんなことが起こるかを知ることだっ
たので、そのような意味では課題が明確になりました。これは
実際にヨーロッパから日本に馬を輸送して競技に出場してみな
ければわからなかったことだったので、とても有意義な経験とな
りました。

現段階では誰が代表に選ばれるのかわからない状態なので、
今回の経験とそこから得た情報を、障害と馬場も含めた日本
チーム全体で共有し、それを踏まえてオリンピック本番でベスト
パフォーマンスを引き出せる準備をしていくことが重要だと思っ
ています。

✥競技会
Vinci

今年（2019年） から乗り始めた Vinci は安定した結果
を残しています。7月にアイルランドで行われた CCI4*-L-
Cappoquin で優勝することができました。Vinci とは初めての
4*-L でしたが、馬場を3位で終え、クロスカントリーは、馬の
体力とどのくらいのスピードでタイムインできるのかを知ること
を目的に臨みました。5分を過ぎたあたりから反応が悪くなり始
め、後半の5分は、脚を使う→反応して走る→鈍くなる→脚を
使う→反応して走る、ということの繰り返しでした。その結果、
インサイドタイムでゴールするという驚きの内容で、ここで首位
に立ちましたが、障害馬術で1つでも落下してしまえば逆転さ
れるという状況でした。Vinci の調子が良かったので、翌日は
タイムインすることを意識して思い切って走行した結果、優勝
することができ
ました。初めて
4*-L で優勝した
喜びもあります
が、タフな条件
の中素晴らしい
内容で走行して
MER を ク オ リ
ファイできたこ
とをとても嬉し
く感じています。

その後、9月に調整のために出場した1DAY ホーストライア
ルのクロスカントリーで、今までにない不安定な走行になってし
まいました。トレーナーの William は「馬が大切な競技とそう
でない競技を分けて考えている。トレーニングについても本気
になる必要がないとわかると、集中力しないのだろう」との見
解でした。良くも悪くも冷静で頭が良い馬であること、そして
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競技では待機馬場やコース序盤での雰囲気を人間が冷静に判断
し、必要に応じて馬を鼓舞する扶助を使わなければならないこ
とを認識しました。

10月にフランスの CCI4*-S Lignieres に出場を予定してい
たのですが、入厩後に跛行が見られたため棄権を余儀なくされ
ました。イギリスに帰ってから行った検査の結果、軽い屈腱炎
が見つかったため、来年の春まで休養させることになりました。
これまで順調に来ていただけに来年に迫った東京オリンピックに
向けて不安とショックしかありませんが、調整に時間がかかるタ
イプではないため、様子を見ながら運動再開や競技スケジュー
ルを立てる予定です。

Vikenti

6月に CCI5*-L Luhmuhlen で棄権した後、William と相談
して、MER 獲得を急ぐよりもしっかり調整して9月のインターナ
ショナル競技会に照準を合わせる方針を固めました。その間、
馬が障害に対して積極的でありながらもしっかりコントロールで
きるよう、ナショナル競技でいろいろなハミを試しました。イン
ターナショナル前の最終調整のつもりで出場したナショナル競
技で落馬してしまったのですが、この失敗から使うべきハミやそ
れにともなう乗り方を明確にイメージすることができ、これまで
で一番ポジティブな失敗だったと受け止めています。その後、
1DAY ホーストライアルで馬場と障害のみ出場して反応を確認
してから、当初から目標にしていた CCI4*-L Blenheim（イギ
リス）に向かいました。

この大会は、2年前にVikentiとのコンビで初めて4スター（当
時は3スター）に挑戦し、馬場と障害を終えてトップでクロスカ
ントリーを走り、最終的に0.1ポイント差で2位となった思い出
深い大会でした（※本誌2023年2月号で紹介）。2年前は訳も
わからずがむしゃらに走り、どこか自分のことではないような感
覚でしたが、今回は初めから「優勝」を意識して調整を進めて
きました。その結果、馬場では馬もリラックスして運動し、クロ
スカントリーではたくさんのコントロール性や真直性が問われる
障害物がある中、全てプラン通りに走行することができました。
2位で迎えた最終日の障害も集中して臨んでクリアラウンドしま
した。最終順位は2位でしたが、最初から最後まで「優勝」を
意識して競技に臨めたこと、準備段階の重要性を改めて学べた
ことなど、収穫の多い競技会となりました。また、この結果に
よりオリンピックの MER をクオリファイできました。

Utopia

5月に CCI4*-L Tattersalls（アイルランド）で棄権した後
は、7月に1DAY ホーストライアルで調整してから Vinci と同じ
CCI4*-L-Cappoquin に連れて行きました。足元に不安のある
Utopia にとって最終日のホースインスペクションは最大の難関
でしたが、無事に合格して障害馬術に進み、目標であったオリ
ンピック MER を獲得することができました。

Utopia は10月の CCI4*-L Boekelo（オランダ）を予定し
ており、その調整として9月に2つの1DAY ホーストライアルに
参加しました。1回目のトライアルの馬場馬術はワーストに近い

スコアで、柔軟性についての指摘があったため、速歩自体の質
を向上させるためのトレーニングを行いました。2回目のトライ
アルではその効果が見られ馬場については大きく改善できまし
た。また、クロスカントリーについても力んだ走行になってしまっ
た一方で、馬が迷いながらも標旗の間を飛越するという、自分
の仕事を理解していることを感じました。馬自身が飛越すること
を選択していると感じられれば、大きな競技会に向けて馬のメ
ンタルが前向きであるという証拠なので、シーズン最後のイン
ターナショナルに向かう準備はできていると感じています。

Boekelo では馬場で最低でも減点20台（70％以上）を
意識していましたが、 物見をして集中力を欠き、 減点30.8

（69.2%）でのスタートとなりました。クロスカントリーは例年
よりもやや難易度が低かったため、自信を持って臨むことができ
ました。また、今までは MER 獲得を優先して足元に負担をか
けないようにタイムは気にせずにスピードを抑えて走っていたの
ですが、今大会では既に MER がとれている、足元の調子が良
い、コースが易しい、グラウンド状態も良好という好条件が揃っ
ていたので、タイムを意識して走ることにしました。その結果、
インサイドタイムでゴールして翌朝のインスペクションも無事に
通過、障害も減点0で終えることができました。

昨年は足元の状態が不安定でコンスタントに競技に出場する
ことができなかった Utopia ですが、今シーズンは予定してい
たスケジュールを全てこなし、その中でベストだと思われる調整
方法を掴むことができました。

Tacoma

10月に CCI4*-S Lignieres に出場しました。東京オリンピッ
クのテストイベントから2ヵ月あけて、いきなりインターナショナ
ルの4スターでしたが、さすが Tacoma という安定の内容でし
た。馬場では今シーズンのベストスコアを出し、障害では2落下
がありましたが、クロスカントリーではほとんどの選手がロング
ルートを選択したコンビネーション障害で、練習のためにダイレ
クトルートを選択したところ、無事にクリアすることができました。

予定では10月末にフランスの CCI5*-L Pau に出場するつも
りでしたが、左後肢の歩様が硬く、無理をしても良い結果は望
めないだろうということで参加を取り止めました。

✥2019年シーズンを振り返って
Boekelo をもって2019年シーズンの全競技会が終了しまし

た。初めてヨーロッパの競技会で優勝できたことを皮切りに、
Badminton を完走、イギリスとアイルランドの4スターで優勝
など、自分の身に起きたこととは思えないほど素晴らしい経験
をすることができました。そして何より今シーズン最大の目標で
あった「4頭全てで MER をクオリファイする」を達成できたこ
とを嬉しく思っています。その一方でインスペクション不合格や、
Vinci の屈腱炎など反省すべきこともありました。

来年はいよいよオリンピックイヤーです。今シーズン学んだ
ことを活かして日本代表のメンバーに選ばれるよう全力で取り組
んでいきたいと思っています。


